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会員の皆様にはいつ もた <さんのご支援
をいた だ きありがとうござ います。そのうえ

で この ような お願 い をす るの は心 苦 しい と

ころもあるの で す が 、前 回の プ ロジ ェクトで

いただ いた皆様 からの善意のタオル類。日夜

の事業所 の活動 により、だ いぶ <たび れて き

てしまいました。特 に昨年以来 のコロナ禍 で、|

いろい ろな物 や 場 所 の消 毒 、清 掃 の 機 会 が |

多<なり、加 えて 手 洗 い の頻 度 も増 え、タオ

ル類の活躍 する場面がとても増えたのです。

その ようなわ けで、この度 、第 2弾の「タオ

ル類寄付 プロジェクト」を実施することになり|

ました。以下のタオルを希望いたします。  |
①  入 )谷用 (バスタオル・フェイスタオル) |
②  食事。おや つ用 (ハンドタオル・おしば り)

③  )青掃や 消毒用 (フェイスタオル )

タオル類の色や 柄 は問いません。社名など

がプ リントされていても構いません。

もし、ご 自宅 などに余 って いるタオル類 が |

ございましたら、ぜ ひ 寄付をお願 いします。 |
※ 寄付の受付先

WO法人ありんこ・児童デイサ ービスや よい |

のあかり (タオル類 寄付 プロジェクト係 )  |
―
「

()36-8382
弘前市大字富栄字笹崎 80番地¬

お問含せ連絡先  Tie1 0172-96-27741

ありんこだより 令和 3年 2月 1日発行

発行 NPO法人ありんこ編集部

編集責任者   一戸 由佳

住所 青森県弘前市大字富栄
1■雀[口崎80-1

電話 012-%-2774
Faく  0172-55-9591

1理事長のつぶやき|
「習うより慣れる」

とはいうものの一

先 日、法人での3シーズン

2回目の インフルエンザ ワク

チン接種が始まった。

例 年 1回目を 10月 か ら11月

にかけて接種 し、効果 の薄 れ

て <る春 に安 心 して 支 援 に

当 た れ るよう に、1月 にも接

種 をしている。

今年は新型 コロナウイルス

感染症 の猛威 に、季節性 のイ

ンフルエ ンザ は 影 を潜 め て

いるが、3後コロナの感 染 が

少しず つ終息して下火になつ

た 頃 、変 な タイミング で イン

フルエンザ の流行 があったり

す ると 大 変 だ 。春 は卒 業 や

入 学など、人生の大きな節 目

行事 も多 <、 この 時期 になる

べ <感染 を抑 え な けれ ば な

らなミい。

前 置 きは長 <なつた が 、そ

の ワクチ ンを私 も打 た せ て

もらうことができた。

准看護 師として、日々の 医

療 的 ケ アは 少 しず つ 現 場 に

出て実施 できて いるが、病 院

で はないので注射はしない。

一 昨年 は 夫 で ある院長 の

腕 を借 りて 1度 だ け。昨 年 は

夫と知人の 2回。

ところが3年、管理者 の棟

方 さんが、10年目にしてほ ぼ

初 め て の「頼 み が あ る」と 。

何 の ことか と思 いきや 、「わ

さ注射打つてけ」とのこと。

「え ～」動揺 す る私 に、「経

験積まね ばうま<なんね 」

そんなわけで 、もの凄 <緊張

し、挙動不 審を周 囲に笑 わ れ

な がら、何とか無事に ?打つ

ことができた。その話を聞 い

た副施設長 の愛美さんまで、

「じゃあ、私 も打 ってもらおう

かな」と。

私 的 に は 少 し落 ち着 けた  |
と思つて いた が、本人 いわ <
「注 射 は普 通 だ つた けど、動

きが変で、いつ打つ のかわか

らな<てだ んだ ん緊張した。」

とのこと。

年 に数回の注射経験。果た

して慣 れる日は来るのか。

「求人説明会・ミニ面接会」に参加しました

令和 3年¬月 27日 (水)ヒロロで 開催された求人説明会・ミニ面接会 に参加 しました 。欠員の
補 充の た め、昨年 9月 からハ ローワークで 求人募 集 を継続 して いますが、これまでな か なか

応募 がありませんでした。

そこで、「令和 2年度青森労働局委託事業」である求人説 明会 の案 内を受け、初 めて参加す

ることにしたのです。このイベントは実は、前 回11月 実施分 も案内があり、そ れに向けてプ レゼ

ンの準 備を行つてい たのです が、青 森 県内、弘前 市 内の新 型 コロナ ウイルスの感染拡 大を受

け、当日参加 する予定だ つた各事業所が参加を辞退し、参加希望が私 たち1団体となつたため、

検討の結果参加を見含 わせたのでした。

今 回そのスライドを大幅に手直しして、法人や 事業所 の魅力をできるだ け伝わるようにしま

した。

前 半の求人説明会は各法人 15分ず つ、会場の約 20名の参加求職者 に向けて行 いました。

皆さん熱心 にメモなど取 りながら聴 いて<れていたように思います。主催者の方からも「皆さ

んに思いが届いたと思 いますよ。」と言ってもらえて少しほっとしました。

休憩 を挟 み 3プースに分 かれて のミニ面接会 は、私 には初 めての経験 でした が、説 明会参

加者 のうち、面接 を希望す る求職者 がそれぞ れ希望の ブ ースに分 かれて担 当者 から話 を聴

<というものでした。写真のように密を防ぐ空 間で、

会場 のドアもすべて 開放して距離をとつて行 われまし

た。 ありんこのブ ースには4名の求職者の男女が訪

れ、求人票と照らし含わせながら気 になるところを確

認していました。

私 自身 このような説 明会に参加するのは初 めてで

した が、3後も共 に働 <善い人材 に出会い、良 い縁 を

結 ′ぎた め 、いろいろな働 きか けをして いきた い と思

います。

津軽地域医療的ケフ児支援体制検討含同会議

表 題 の含 同会 議 は 昨年 度 まで 青 森 県 が運

営して い た 会 議 を今 年 度 以 降市 町村 の 広 域

の連携組織 として含 同で運 営して い <という

もので、今 回初 の会合でした。

津軽地 域 市 0]村の 医療 、保健 、福 祉及 び 教

育等の 関係団体 、医療 的ケア児の親 の会等 の

関係 団体 が 出 席 し、弘前 市 のNPO法人 銀 河理

事長 の菊池 健 弥さんが座長とな り会 を運 営し

ます。

顔含 わせとなつた今 回の会議 で は、各 団体

の 自己紹介 の後 、情報 や 、課題 、会 議としての

ゴールの共有につ いて確認しました。

塵も積もれば !|
法人で 回収 しているリサイクル品の中に「じ

まむら」の レジ袋 が あります。これはどの サイ

ズで も1枚 1円で「しまむら」で 引き取 つて <れ
るので す が、これまで皆さんからいただ いた

袋 がなんと115枚という驚異 的な数字。無事に

115円 に換 金されました。ご協力本 当にあ りが

とうございます。

法 人 で はアルミや スチ ールの 缶 類 も集 め

ています が、缶は飲料用 に限ります。サバ 缶ツ

ナ缶み か ん缶 などの 缶 は、綺 麗 に洗った もの

でも回収 できませんので、ご 了承の上、引き続

きご協力 をお願いします
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